
※入札公告を必ず確認してください。（海老名市ホームページに掲載しています） 

入札案件概要書（一般委託） 契約番号：8622 

件  名 埋蔵文化財調査作業委託（単価契約） 

履行場所 海老名市内 

期  間 令和 8年 6月 4日 ～ 令和 9年 3月 31 日 

契約の内容等 
別紙 仕様書等 のとおり 
○入札は総額（税抜）の比較で行います。 

予定価格 5,112,800 円（税込） 4,648,000 円（税抜） 

最低制限価格 有り（開札後算定型） 

 詳細は海老名市最低制限価格等取扱基準及び入札説明書等を参照してください。 

落札候補者の入札金額

が、調査基準価格（50%）

未満の場合 

※ただし、予定価格（税

込）100 万円以下の案件

は除く。 

 

 

低入札履行確認調査を実施します。詳細は低入札による履行確認調査取扱基準
を参照してください。 
 

契約締結にあたっての制限等 
○ 前払金額の制限 

契約金額の 15%以内（海老名市契約規則により、前払金が適用となる 
場合に限ります。）※前払金の上限金額は 5,000 万円以下 

○ 業務主任者及び管理技術者の他案件（本市入札案件）との兼任不可 
契約保証 
契約金額の 30％以上に相当する次のいずれかの手続きが必要です。 
※現金納付及び実績による免除はありません。 

（ア）金融機関又は保証事業会社の保証 
（イ）公共工事履行保証証券による保証 （履行ボンド） 
（ウ）履行保証保険契約の締結     （定額てん補） 

入札方法等 条件付一般競争入札（電子入札） 

質疑 
（仕様等に関する事項） 

所定の書式により、FAX で受け付けます。 
電子入札システムの機能は使用しないでください。 

     

参
加 

営業種目 510 調査業務委託 - 05 文化財調査  

条
件 

発注区分 

区分の詳細は入札公告で
確認してください。 

第 4 区分 第 1・第 2 区分の入札に初めて参加する場合は、営業
実態調査票及び認定書の写しを提出してください。 

 その他の要件 

○令和 3 年４月１日以降に、地方公共団体又は発掘調査を事業主体とする財団法 

人が実施した埋蔵文化財調査の作業支援業務の履行実績を有すること（元請に限

る）。 

 落札数制限 なし 

配置技術者 

について 
本案件に配置する技術者等は、同じ開札日の他の案件に配置できません。 

事前提出書類 
(システム添付） 

参加資格確認申請時にファイルを添付してください。 

ファイルは一つにまとめてください。 

○「履行実績等調書」（本概要書添付の調書を使用、次の書類を併せて提出）      

・履行実績を確認できる書類（契約書の写し等） 

落札候補者が 
提出する書類 

(FAX046-232-6574) 

開札後、落札候補者は次の書類をＦＡＸで提出してください。 

(落札候補者決定の翌開庁日午前 10時まで。詳細は開札後 FAX で通知します。) 

○入札金額内訳書（本概要書添付の内訳書を使用してください。） 

○委託業務主任者等選任届 及び 資格等 及び 3ヵ月以上の雇用を確認でき 

る書類 



埋蔵文化財調査作業委託（単価契約）仕様書 

 

（総則） 

第１条 この仕様書は令和８年度に海老名市（以下「甲」という。）が発注する埋蔵文化財調査作

業委託業務（以下「委託業務」という。）における業務内容を示すものである。 

２ この仕様書に定める委託業務について、受託者（以下「乙」という。）は、甲の指示に従い、

誠実かつ確実に履行しなければならない。 

 

（法令等の遵守） 

第２条 乙は、海老名市契約規則及び関係法令を遵守し、委託業務に係る手続等を遺漏なく行うと

ともに、甲が必要とする書類等について、期日までに提出しなくてはならない。 

 

（委託業務の内容） 

第３条 委託業務の内容を以下に示す。 

  発掘作業員、バックホウ及びバックホウ回送車を用いて埋蔵文化財発掘調査（試掘調査を含む）

の作業支援を行う発掘調査作業業務（以下「発掘調査」という。） 

 

２ 委託業務の内容を以下に示す。 

（１）履行場所  海老名市内 

（２）履行期間  令和８年６月４日から令和９年３月３１日まで  

（３）作業時間  原則として午前９時から午後５時までとする。 

（４）作業内容  以下のとおりとし、乙が用意するものとする。 

  （ア）発掘作業員  甲の指示に従い発掘調査作業を行う。 

  （イ）バックホウ  表土掘削及び遺構確認、埋め戻し等を行う。 

  （ウ）バックホウ回送  使用バックホウを当該現場まで搬入及び搬出を行う全ての作業。 

  （エ）作業機材  発掘調査に必要な機材は、乙が準備する。 

 

（発掘作業員） 

第４条 発掘調査に携わる発掘作業員は、次の各号の条件をすべて満たすものとする。 

（１）埋蔵文化財発掘調査に従事した経験を持つ者とし、遺構及び遺物確認を行うことができる

こと。 

（２）簡易な測量（平板及びレベル操作など）及び図化（平面図、断面図）ができること。 

（３）発掘作業員はバックホウのオペレーターを兼ねないこと。 

 

（バックホウ） 

第５条 発掘調査で使用するバックホウは次の各号の条件をすべて満たすものとする。 

（１）本体  排出ガス対策型、油圧式クローラ型（超低騒音型）であるもの。 

（２）バケット  すき取り用平爪であるもの。 



（３）オペレーター 埋蔵文化財発掘調査に従事した経験を持つ者とし、発掘作業員を兼ねな 

いこと。 

 

（バックホウ規格） 

第６条  業務で使用するバックホウの規格は以下の各号に定めるものとする。 

（１）山積０.１３㎥（平積０.１㎥） 

（２）山積０.２８㎥（平積０.２㎥） 

 

（バックホウ回送） 

第７条 発掘調査に伴い発生するバックホウの回送業務は、次の各号の条件をすべて満たすものと

する。 

（１）第６条で規定するバックホウを発注した場所まで乙が搬入及び搬出に関する全ての作業 

に関わること。 

（２）バックホウに使用する回送車両は法令に基づいた規格を用いること。 

 

（作業機材） 

第８条 発掘調査に必要な機材は、主に次の各号に定めるものとする。 

（１）発掘道具  剣先スコップ、角スコップ、移植ゴテ、ジョレン等 

（２）測量道具  レベル、スタッフ等 

（３）安全管理道具  カラーコーン、結界棒、トラロープ、スズランテープ等 

（４）燃料  バックホウの運転等に必要な燃料 

 

（発注） 

第９条 発注は、甲がその都度発注書にて行うものとする。  

２ 作業員数など変更がある場合は、変更発注書にて発注する。 

３ 委託業務は単価契約であり、予定数量を増減することがある。 

 

（安全対策） 

第１０条 乙は、委託業務にあたり安全対策上必要と認められる措置を甲の指示に従い行わなけれ

ばならない。 

 

（委託業務の終了） 

第１１条 乙は、委託業務完了後、海老名市契約規則に基づき必要書類及び作業日報を提出し、甲

の承認を得るものとする。 

 

（環境配慮） 

第１２条 乙は、甲が「海老名環境マネジメントシステム」を適用していることから、そのマニュ

アルに基づき環境に配慮して業務を行わなければならない。 

 

（その他）   

第１３条 上記仕様以外に、別途疑義等が生じた場合は、甲乙協議のうえで決定するものとする。 

 

以上  



単価抜き

令和８年度

埋蔵文化財調査作業委託設計書

神奈川県　海老名市教育委員会

教育部　教育総務課



<委託概要>

・発掘調査

　　　発掘作業員

　　　バックホウ（平積０．１㎡）

　　　バックホウ（平積０．２㎡）

　　　バックホウ（平積０．１㎡）回送

　　　バックホウ（平積０．２㎡）回送

・整理調査

　　　整理作業員

設計価格

バックホウ（0.1㎥）回送

バックホウ（0.2㎥）回送

バックホウ（0.2㎥）

バックホウ（0.1㎥）

名称 合計

発掘作業員

委託価格

担当課 海老名市教育委員会教育部教育総務課

契約期間
海老名市が実施する埋蔵文化財整理調査について、その業

務を支援するものである。

令和８年６月４日 ～ 令和９年３月31日

履行場所 海老名市内

海老名市が実施する埋蔵文化財発掘調査について、その業

務を支援するものである。

契約件名 埋蔵文化財調査作業委託（単価契約）



　 円

整理作業員

バックホウ（0.2㎥）
回送

1 往復

第４号明細

1 人／日 第６号明細

バックホウ（0.1㎥）

第５号明細

バックホウ（0.1㎥）
回送

1 往復

バックホウ（0.2㎥） 1 台／日 第３号明細

1 台／日 第２号明細

適用 備考

発掘作業員 1 人／日 第１号明細

埋蔵文化財調査作業委託　単価設計内訳表

名称 規格 数量 単位
委託価格
（税抜）



名　　称 規　格 数量 単位 単価 金額 補正率 補正金額 摘　　　要

発掘作業員 1 人

共通仮設費 1 式

　純工事費 発掘作業員＋共通仮設費

現場管理費 1 式

　原価 純工事費＋現場管理費

一般管理費 1 式

合　計 原価＋一般管理費

第 １ 号 明 細

発掘作業員　１人/日



名　　称 規　格 数量 単位 単価 金額 補正率 補正金額 摘　　　要

床掘作業

ｸﾛｰﾗ型（超低騒音型）
後方超小旋回型
排出ガス対策型（第2次基準値）
（平積0.1㎥）

1 日 C-1号単価表参照

共通仮設費 1 式

　純工事費 床掘作業＋共通仮設費

現場管理費 1 式

　原価 純工事費＋現場管理費

一般管理費 1 式

合　計 原価＋一般管理費

第 ２ 号 明 細

バックホウ山積0.13㎥（平積0.1㎥）　台/日



名　　称 規　格 数量 単位 単価 金額 補正率 補正金額 摘　　　要

床掘作業
ｸﾛｰﾗ型（超低騒音型）･排出
ガス対策型（第2次基準値）
（平積0.2㎥）

1 日
C-2号単価表参照

共通仮設費 1 式

　純工事費 床掘作業＋共通仮設費

現場管理費 1 式

　原価 純工事費＋現場管理費

一般管理費 1 式

合　計 原価＋一般管理費

第 ３ 号 明 細

バックホウ山積0.28㎥（平積0.2㎥）　台/日



名　　称 規　格 数量 単位 単価 金額 補正率 補正金額 摘　　　要

バックホウ回送
（諸経費込み）

一般貨物運送 1 往復

合　計

第 ４ 号 明 細

バックホウ山積0.13㎥（平積0.1㎥）　回送/往復



名　　称 規　格 数量 単位 単価 金額 補正率 補正金額 摘　　　要

バックホウ回送
（諸経費込み）

一般貨物運送 1 往復

合　計

第 ５ 号 明 細

バックホウ山積0.28㎥（平積0.2㎥）　回送/往復



Ｃ－１号　単価表 一日当たり

床掘作業

名　　称 規　　格 数　量 単　位 単　価 金　額 摘　　要

運転手（一般） 1 人

機械損料

ｸﾛｰﾗ型（超低騒音型）
後方超小旋回型
排出ガス対策型（第2次基準値）
（平積0.1㎥）

1 日

計

燃料費

ｸﾛｰﾗ型（超低騒音型）
後方超小旋回型
排出ガス対策型（第2次基準値）
（平積0.1㎥）

29.4 ﾘｯﾄﾙ



Ｃ－２号　単価表 一日当たり

床掘作業

名　　称 規　　格 数　量 単　位 単　価 金　額 摘　　要

運転手（特殊） 1 人

機械損料
ｸﾛｰﾗ型（超低騒音型）
排出ガス対策型（第2次基準値）
（平積0.2㎥）

1 日

計

燃料費
ｸﾛｰﾗ型（超低騒音型）
排出ガス対策型（第2次基準値）
（平積0.2㎥）

41.3 ﾘｯﾄﾙ



　海老名市長　　殿

住所

商号又は名称

代表者職氏名

代理人氏名

件　　名

名　　称 仕　　様 単価金額（税抜） 合計金額

発掘作業員 円 56 人 円

 山積0.13㎥
（平積0.1㎥）

円 19 台 円

 山積0.28㎥
（平積0.2㎥）

円 4 台 円

 山積0.13㎥
（平積0.1㎥）

の回送
円 13 往復 円

 山積0.28㎥
（平積0.2㎥）

の回送
円 2 往復 円

円

バックホウ回送

入札金額

（注）金額は、消費税及び地方消費税を除いた額を記入してください。

入　札　金　額　内　訳　書

令和　　年　　月　　日

海老名市契約規則を堅く守り、次の金額で入札いたします。

埋蔵文化財調査作業委託（単価契約）

予定数量

バックホウ



件　名

名　称 規　格

発掘作業員 円/人

山積0.13㎥（平積0.1㎥） 円/台

山積0.28㎥（平積0.2㎥） 円/台

山積0.13㎥(平積0.1㎥)の
回送

円/回

山積0.28㎥(平積0.2㎥)の
回送

円/回

契　約　金　額　内　訳　書

　埋蔵文化財調査作業委託（単価契約）

単価金額（税抜）

バックホウ

バックホウ回送



履行実績等調書 
 

認定番号                

商号又は名称              

 

入札案件名 
（契約番号      ） 

 

履行実績等の要件※

入札案件概要書「その他の

要件」欄コピー 
 

 

 

○履行実績の概要 

 

契約件名  

発注者  

契約金額  

履行期間  

業務内容ほか 
 

 

添付書類 
※入札案件概要書で指定す

る書類のほか、添付する

書類を記載 

□契約書の写し 枚 

□ 枚 

□ 枚 

 

 

※実績等の記載内容を証明できる書類の写しを添付すること。 

※添付書類は、上記記載の順に次ページ以降に添付してください。 

※条件に該当する箇所を、明示してください。（コメントの付加、マーカー表示など） 

 

 

担当者様               連絡先                  


